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研究成果の概要（和文）：　野外教育に関する研究は、場（状況）や個別性を考慮した質的アプローチと共に、
教育･治療的構造の理論的検討が課題である。本研究の目的は、野外教育プログラムを実践し、自己成長の効果
に対する定量的及び定性的検討を蓄積しつつ、そのプログラムの構造を理論的に定位する。
　本研究の成果は、その有効性のエビデンスの蓄積となった。また、野外教育プログラムは、否定的な認識を生
成する者も少なからず存在していた。指導者は、個別性を十分に理解し総合的に判断しながら、指導することが
求められる。さらに、その教育･治療的構造について、機能的類縁プログラムを基軸に比較検討を行い、その特
徴を浮かび上がらせた。

研究成果の概要（英文）： This study concerned educational and therapeutic structural aspect of 
outdoor educational programs. The sub-purpose of this study was to carry out the organized camp etc.
 and to investigate effects on the self-enhancement of the participants. 
 The following results were obtained: 1) The self-enhancement of participants showed the significant
 progress. 2) According to qualitative analysis, most of participants were able to give positive 
meaning to their experience but a few of them recognized negative feel for their experience. 3) 
Regarding educational and therapeutic structural aspect of outdoor educational programs, the feature
 was organized by compared with functional relative programs.

研究分野： 野外教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　研究成果の学術的意義や社会的意義は、まずは何より、我が国の青少年教育としての野外教育プログラム実践
に関して、その後押しとなるエビデンスの蓄積となったことであろう。また、野外教育プログラムの個別性への
影響の違いを明らかにし、個々の特性等に配慮した指導の重要性を指摘し、このような質的アプローチの研究の
重要性を示したことである。さらに、野外教育プログラムの教育･治療的構造について、機能的類縁プログラム
の比較検討から理論的な整理を行い、「野外教育の全体像」を解明する一つの布石となったことである。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 近年の野外教育プログラムに関する研究は、実証研究の蓄積はもとより、場（状況）や個別
性を考慮した質的アプローチが注目されている。同時に、野外教育プログラムの教育･治療的構
造が理論的に定位されることが期待されている。本研究では、他領域の教育・治療的アプロー
チとの比較検討することで、経験的あるいは断片的に語られていた野外教育プログラムの有用
を、理論的に説明することを可能にする。その結果、野外教育プログラムの実践普及に対する
大きな推進力となる可能性があるだろう。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、児童期から青年期を対象に野外教育プログラムを実践し、自己成長に対する効果
に対する定量的及び定性的検討を蓄積しつつ、そのプログラムの構造を理論的に定位すること
を目的とする。具体的には、(1)野外教育プログラムによるクライエントの自己成長効果を量的
に検証し、(2)野外教育プログラムによるクライエントの個別性への影響を質的に検討し、(3)
野外教育プログラムの教育･治療的構造について、機能的類縁プログラムを基軸に理論的に検討
する。 
 
３．研究の方法 
(1)種々の野外教育プログラム（2泊 3日大学生雪上、3泊 4日児童キャンプ、ほか）を実践し、
自己成長（信頼感、自然体験効果等）の変容を量的に検証する。 
 
(2)野外教育プログラム（雪上プログラム）を体験した大学サッカー部員に対して、約 1年後に
半構造化面接を行い、質的な変容を検討する。 
 
(3)野外教育プログラムの基準関連となる「（一般的な）カウンセリング」「エンカウンターグル
ープ」「作業療法」「環境療法」を、機能的類縁プログラムとして操作的に位置づけて、その教
育・治療構造の特徴を理論的に比較検討する。 
 
４．研究成果 
(1)A 大学サッカー部の選手 35 名を対象に、2019 年 2 月に野外雪上プログラム（2 泊 3 日：内
容スノーシューハイキング、雪上テント泊）を実践し、信頼感（天貝 1995）およびスポーツ集
合的効力感（内田ら 2014）を前後に測定した。その結果、変化は認められなかった。 
 また、小学生低学年（1〜3 年生）の 34名を対象に、2018 年 8 月に組織キャンプ（3 泊 4 日：
環境整備、アイスブレイキングゲーム、野外炊事、沢遊び、登山、キャンプファイヤー、クラ
フトづくり等）を実践し、幼児用自然体験活動効果測定尺度（4 因子：社会性、自然理解、積
極性、自然適応）を前後に測定した。t検定の結果、自然理解（t=5.92, p<.01）、積極性（t=3.11, 
p<.01）、自然適応（t=2.97, p<.01）の３因子に向上が認められた。 
  さらに、東北地方の高校生 96 名を対象に、2019 年 7 月に富士山登山プログラム（2泊 3日）
を実施し、状態自尊感情（阿部ら 2005）等を前後に測定した。性別と測定時期の二要因分散分
析（2×2）を行なった結果、性別（F=5.36, p<.05）に有意差があり、測定時期（F=19.08, p<.01）
に有意な向上が認められた。 
  
(2)野外教育プログラム（2016 年 2月実施：2泊 3日雪上プログラム）を体験した大学サッカー
部の選手 11 名に対して、約 1年後に半構造化面接を行い、チームビルディングを分析視点とし
て、SCAT 分析を用いて体験の個別性への影響について行なった。その結果、特に過酷な条件か
ら生まれる危機管理意識と緊張感がチーム機能促進に影響し、チームという仕組みを意識でき
る社会化につながったと考えられる。しかし、すべての参加選手がその影響を自覚しているわ
けではなく、少数は否定的に捉えていた。 
 
(3)野外教育プログラムの基準関連となる「（一般的な）カウンセリング」「エンカウンターグル
ープ」「作業療法」「環境療法」を、機能的類縁プログラムとして操作的に位置付けて、その教
育・治療構造の特徴を比較検討した。具体的には、外的な構造として「空間・時間・学習者・
指導者・体制」等について、内的な構造として「学習者と指導者の関係性、指導者の主要な姿
勢、体験の意味合い」について、差異や共通性を明らかにした（表 1.〜 2.）。 
 
(4)本研究の成果は、野外教育プログラムの有効性に関して、実践を後押しするエビデンスの蓄
積となった。また、野外教育プログラムは多くの参加者に有用なものであるが、否定的な認識
を生成する参加者も少なからず存在していた。指導者は、発達や認識の個別性を十分に理解し、
個人の特性、環境の変化、グループダイナミクスの影響などを総合的に判断しながら、指導す
ることが求められるだろう。さらに、野外教育プログラムの教育･治療的構造について、機能的
類縁プログラムを基軸に比較検討を行い、その特徴を浮かび上がらせた。この比較整理が、「野
外教育の全体像」を解明する一つの布石となることが期待される。 
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